
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期も半分が過ぎようとしています。校内

に飾られていた児童・生徒の作品は桜やチュー

リップから鯉のぼりや兜に変わりました。この

後、昨年度はカタツムリやカエル、傘やてるて

る坊主を題材にした作品が飾られました。今年

度はどんな作品が出来るのか楽しみです。 

 授業参観「体育発表会」5/22～6/3   

来週、22日(月)～6月3日(土)までを授業参

観期間として、全校で学年または学習グループ

単位での体育・保健/体育の授業参観「体育発

表会」を行います。コロナ前まで行っていた

「運動会」や「スポーツフェスタ」に代わるも

のとして、授業時間の中で学習の成果を発表し

ます。従来のように学年を超えた集団が一堂に

会することで得られていた一体感の醸成の機会

は減ることになります。しかしながら発表とい

う視点では、より子供の実態に合わせた環境や

時間配分が可能となります。結果、児童・生徒

は待ち時間で疲れたり不安定になったりするこ

となく、より集中した良い状態で学習の成果を

披露することができるようになります。コロナ

禍での対応をきっかけに生まれた「運動会」や

「スポーツフェスタ」の新たな形です。 

一方で「授業参観」とした時、「教室での通

常の学習の参観」を希望する意見には応えられ

ておりません。ですが、教室での学習の成果は

体育発表会を通して伝えられると考えておりま

す。＜スタートライン（線）を意識する。合図

に合わせて動きだす。速い・遅い。多い・少な

い。大きい・小さい。＞このような認知面での 

 

 

 

 

 

 

 

学んだ力も発表の中で活用されています。ま

た、＜順番を守る。ルールや流れを理解する。

動きを真似る。自分のイメージ通りに身体を動

かす。＞こと、さらには「体育発表会」ならで

はの協力や連携といった、集団の中での友達や

教員との関係性も御覧いただけるかと思いま

す。そのような視点で御参観いただき、一人で

は苦手なことや嫌いなことが、友達や教員との

関係の中で頑張れた、出来た、という場面を共

有できることを期待しております。 

今年度、本校は感染対策で中止や制限のあっ

た活動を再開する際、積極的な見直しに取り組

んでいます。児童・生徒、教職員の現在の状況

や学校を取り巻く環境の変化を踏まえ、さらに

はソサエティ5.0社会を想定しながら、何を大

事にしてきたのか、何を残したいのか、何をや

るのか、何をやらなければならないのかを、考

えながら進めています。授業参観「体育発表

会」については、昨年度の保護者アンケートの

意見を取り入れ、S部門は三つの集団が、そし

てＮ部門は小４から中3までの６学年が土曜日

に発表・御参観いただけるようにしました。 

今後も学校の取り組みについては、保護者の

皆様の御感想や御意見もいただきながら、部門

や学部の実態やニーズに応じて検討を進めて参

ります。体育館での発表に際し演技スペース確

保のため参観人数を制限せざる得ない状況もご

ざいますが、授業参観「体育発表会」にお越し

いただき、発表する子供たちへの励ましをどう

ぞよろしくお願いいたします。より多くの保護

者の皆様に、お子様の学習の成果・成長を御覧

いただき、共有し合えることを楽しみにしてお

ります。引き続き、御支援と御協力をお願いい

たします。 

         鹿本学園校長  髙橋 馨
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「コロナ禍を経た学校のあり方」 

副校長  田島 昭美  （S 部門 小学部・中学部・高等部担当） 

新型コロナの感染症法上の位置付けが 5 月 8 日に「5 類」へと移行しました。これまでの感染症対策から

の変更点を、過日マチコミにてお知らせした所です。この３年間で新型コロナは、教育に危機的状況を与えた

一方で、ＩＣＴ機器等の急速なデジタル化ももたらしました。これまでの児童・生徒の個に応じた指導、集団

づくり、環境整備や分かる授業づくりに、体験活動やデジタル利活用をより一層取り組んでまいります。 

令和５年度は、児童・生徒４７０名で新学期がスタートしました。子供たち一人一人の顔から、これからの

学校生活への期待と不安が入り交った表情を見て取ることができます。２００名を超える教職員で子供たちの

指導に当たってまいります。一日一日を大切にしながら、みんなで成長していく一年であるようにと教職員一

同願っています。保護者の皆様には、様々な場面で御協力いただくことがあると思います。一年間どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

「次の１０年を目指して」 

副校長  渡辺 浩子 （N 部門 小学部・中学部担当） 

４月より副校長として着任しました。前任校は江戸川区に隣接する葛飾区にある葛飾特別支援学校です。小

岩、新小岩は、進路専任を担当していた頃、生徒の実習や職場見学等で何度も訪れた街で、感慨深いものがあ

ります。その反面、想像以上に大きな鹿本学園は、出会ったことのない景色がたくさんあり、新鮮な気持ちで

いっぱいです。教職員と力を合わせて頑張ってまいりますので、保護者の皆様、地域の皆様、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 今年度は鹿本学園の創立１０周年記念行事があります。１０年の歩みを振り返って喜びと感謝を表現し、次

の１０年を目指して希望に溢れるスタートとなるように、今、鹿本学園に集い合った児童・生徒・保護者・地

域、教職員、皆で成功させていきたいと思います。御理解、御協力をどうぞよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 全 校 付 き 担 当 主 幹 教 諭 （ 生 活 指 導 部 ）  中澤 絵麻 

 今年度着任し、ＳＮの部門を超えて学校全体と生活指導部を担当いたします。本校が、創立から築き上げて

きたことを大切にしながら、新たな視点でより良い学校運営に努めてまいります。 

先月の始業式では、マスク着用ながらも校歌斉唱ができるようになり、少し戸惑いながら声を出したり歌っ

たりする児童・生徒の姿に、今年度の教育活動の再開や制限緩和（プール・宿泊行事など）を感じました。 

全児童・生徒が安全に安心して教育活動を行えるように、教職員間の情報共有と連携を進めてまいります。

１年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

◇ Ｓ部門高等部学部主任 主幹教諭（保健給食部）    大陽久美子 

 S 部門高等部と保健給食部 4 年目となりN 中学部を合わせると鹿本学園10 年目となります。今年度も新

たな新入生を迎え、高等部はスタートしました。今までのコロナ対策が緩和され以前の学校生活に戻りつつあ

ります。生徒たちが将来を見据えた進路決定や、楽しい充実した日々が送れるように全力でサポートしていき

ます。保健給食部では、この数年で得た感症染対策のノウハウを生かしながら、安全安心の環境づくりや、保

健行事、給食、医療的ケア全般の運営を行っていきます。どうぞ今年度もよろしくお願いいたします。 

◇ 全校付き主幹教諭（教務部・情報メディア部）  増山 陽介 

 全校付き主幹教諭として教務主任と情報メディア部主幹を担当いたします。S 部門と N 部門の教育活動が

円滑に進むように、様々な部署や保護者の方と連携して鹿本学園がより良い学校になるように努めてまいりま

す。 

 情報メディア部では、GIGAスクール端末や、ICT 機器の様々な活用方法を提案していきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

◇ Ｓ 部 門 中 学 部 担 当 主 幹 教 諭    田中 剛 

 Ｓ部門中学部を担当することになりました。今年度Ｓ中学部は9 名の新入生を迎え、３４名の生徒と21 名

の教員及び学校介護職員でスタートしました。子供たちが元気に過ごすことができるようにするとともに、「学

校が楽しい！！」と思えるように、学部の教職員の皆さんと力を合わせて充実した学校生活を送ることができ

るように努めて参ります。保護者の皆様には御協力をいただくこともあるかと思いますが、今年度もよろしく

お願いいたします。 

◇ Ｓ部門小学部担当主幹教諭（サポートデスク）    武石 真 

 今年度も引き続きＳ小学部担当となりました。「生きることの楽しさ、素晴らしさを伝えるのがこの仕事」私

の尊敬する先輩の言葉です。それを毎日皆さんに伝えられているでしょうか。今年もこの言葉を胸に刻み、一

日一日を大切に、皆さんと一緒に歩んでいきたいと思います。そして、併せてサポートデスクを担当いたしま

す。校内の様々な支援に関すること、地域の支援に関すること、就学相談や進学、進路に関すること等様々な 

サポートを一緒になって考えていきたいと思います。心配なことがありましたら、担任の先生を通してお気軽

に御相談ください。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～経営企画室職員紹介～ 

< 事務 > …学校運営にかかわる事務、教材・教具の購入、就学奨励費関係、他 

経 営 企 画 室 長  鈴 木 秀 夫  

課 長 代 理  遠 藤 匡 子  

主 任  佐 久 間 啓 自  

主 事  長 谷 川 瑠 星  

主 事  渡 邉 香 奈  

バ ス ク ラ ー ク  渡 邊 隆 司  

ア シ ス タ ン ト  和 田 橋  明 

ア シ ス タ ン ト  井 邉 恵 津 子  

主 事  

 

< 栄養士 > …おいしく安全な給食の提供 

主 任  小 堀  望 

主 任  室 井 夏 菜 

 

< 一般技能 > …校舎内外の清掃・美化、他 

環境整備担任技能長  佐 野 一 恵 

技 能 主 任  山 口 夢 洋 

技 能 主 任  飛 田 真 次 

技 能 主 事  山 浦  弘 

 

                    

 

◇ Ｎ部 門 中 学 部 担 当 主 幹 教 諭 （ 研 究 育 成 部 ）    篠原 徹 

 昨年度は公益財団法人さわやか福祉財団で一年間、長期派遣研修生として『住民主体の助け合い活動』を推

進する福祉の業務に取り組み、４月から鹿本学園に着任しました。 

N 中学部では、『丈夫なからだ・すすんで学ぶ・笑顔であいさつ』を大切にしています。学校生活や各行事

を通して、たくさん成長していきましょう。研究育成部では、先生方の授業づくりや外部専門員の先生方と連

携した校内研修を推進していきます。一年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇ N 部 門 小 学 部 担 当 主 幹 教 諭 （ 校 内 連 携 部 ）    江藤 佑 

 昨年度まで３年間、S 部門中学部担当でしたが、今年度よりN 部門小学部の担当となりました。しかしなが

ら、鹿本学園開校から６年間、N 小学部の教員として居ましたので、久しぶりに戻ってきたという感覚です。

N 小学部は１年生 45 名（現在 44 名）と転入生３名を迎え、203 名が在籍する一番大きな学部です。学部

の先生方と力を合わせ、子供たちが充実した日々を過ごしていけるよう尽力してまいります。また、校内連携

部の担当として、外部専門員、ＡＬＴといった先生方との協働や、校内環境の整備にも携わってまいります。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

それぞれの分野で 

精一杯業務を推進 

して参りますので 

どうぞよろしく 

お願いします。 


